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1. 従来主に作業着 として用いられて来たス ラックス

は，ここ2~3 年 の間に社交服 にまで発達し た。人為的

につくられたものであら たにせよ驚くべき変化 である。

そこで種々の作図法を とりあげ 各々の作図の特徴及び 試

着結果をあ わせ，機能性 と美を もつ作図を究明したい と

い う目的 で本実験を行なった。

2. 短大で用い られてい る教 科書や 服装関係 でとりあ

げられている本の中から11種類の作図を選出し 個々の作

図法の特徴を考察した｡つぎに本 学被服科 学生320 名の身

体測定を行ない体型の異なるもの9 名 を被験者 とし てえ

らび，この寸法を基にして上記11種の作図をし ，仮 縫い

・試着における結果 を比較 検討し てみた。

3. 作図 法におい ては ，巾・股上持 ち出し寸法 等の運

動量にそれぞれの特徴がみられた。とくに運 動量を腰 囲

から割り出す方 法と，一定 の寸 法を規定してい る方法 と

があり，この相違はスラックスの性能を方向づ ける大き

な要因 となってい る。試着結果 におい ては ，同じ作図法

を用い ても体型によっては仮縫い での補正は困難な場合

が生じ た。とくに 特殊体型・肥満型の腹ぐせ，やせ型 の

運動量は考慮する必要があると思われる。


